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千代田区の中小既築建築物の省エネ化の取組み

～千代田区グリーンストック作戦～



千代田区の紹介

✓ 人口は5.9万人の夜間区民に対し、85万人の昼間区民
✓ 面積は11.66㎢であり、特別区（東京23区）で5番目に小さい

✓ 皇居を中心とする水と緑に囲まれた豊かな自然環境

✓ わが国の政治・経済の中心であり高度な業務機能が集積

千代田区

特別区（東京23区）

✓ オフィスを中心とする業務部門の電気使用量が膨大
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千代田区の温暖化対策

「千代田区地球温暖化対策条例」を制定 （2007年12月27日）

基本理念

・将来の世代へ良好な環境を引き継ぎます。
・経済と環境が共生する、環境への負荷の少ない低炭素型社会を目指します。
・区、区民及び事業者等は、一体となって取組みを推進します。

対策目標 2020年までに、区全体でCO2排出量を1990年比で25%削減します。
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千代田区の温暖化対策

持続可能な低炭素社会の実現に向け、高い目標を掲げて先駆的な取組みにチャレンジする都市

「環境モデル都市（全国で23都市）」に選定 （2009年1月23日）

地方都市と連携し、ＣＯ２削減に取組みま
す。また、ＣＥＳや環境教育を通じて、環境
に配慮し行動できる人を育成します。

3 地域連携による
「まちづくり」 「ひとづくり」

1 高水準な建物のエネルギー対策

指導・助言を行う相談窓口を設置し、新築
建物や既築建物の省エネルギー対策を支
援し、推進していきます。

再開発など「面的（エリア）まちづくり」の機
会に温暖化対策を効果的に実施します。
また、環境に優しい交通対策を図ります。

2 まちづくりの機会と場を活かした
面的対策

① 新築建物 → 建築物環境計画書制度

② 既築建物 → グリーンストック作戦

① 地域冷暖房の高効率化
② 緑化指導
③ ヒートアイランド対策助成
④ コミュニティサイクル 「ちよくる」

① 森林整備事業
② 温暖化配慮行動計画書制度
③ 環境意識啓発事業
④ 千代田エコシステムの推進

取
組
み
の
３
本
柱
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千代田区の温暖化対策

千代田区内のCO2排出量

〔ＣＯ２排出量の部門別内訳〕

【1990年度排出係数（0.000380t-CO2/kwh)で固定】
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CO2排出割合の多い
業務部門への対策が必要

〔ＣＯ２排出量エネルギー源別内訳〕
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グリーンストック作戦

既築建築物（ストック）の省エネルギー（グリーン）化を推進するため事業

グリーンストック作戦とは

省エネルギー診断の受診
（周知やＰＲを実施）

・設備改善による省エネ対策の提案
・運用改善による省エネ対策の提案

・設備改修による省エネ対策の実施
→区の助成制度の活用

・運用改善による省エネ対策の実施

既築建築物の省エネ化を実現

千代田区内のCO2排出量削減

周知：ニュースレター配信、報告会実施
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省エネ診断①

〇実施機関

クールネット東京
（東京都地球温暖化防止活動推進センター）

〇対象事業所、費用

前年度の原油換算量1,500KL未満の事業所、診断費用は無料

〇診断内容

・診断員が事業所を訪問し、エネルギー使用状況を調査
・運用改善、設備改善及び予測効果を明示した省エネ診断報告書を作成
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省エネ診断「支援申込書」と「事前調査書」を千代田区が

取りまとめて、直接、クール・ネット東京に提出

クール・ネット東京の事前確認

千代田区の助成制度を活用した設備改修の促進

千代田区内の既存建物に対するPR・周知や

意向調査等により、省エネ診断を促進

クール・ネット東京による省エネ診断
（千代田区も一部立合い）

クール・ネット東京の「省エネ診断報告書」

省エネ診断②

千代田区とクールネット東京との連携

出典：クールネット東京HP
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省エネルギー改修等助成制度

助成対象 助成項目 助成内容

一般家庭
（マンション専有部を
含む）

エネルギー管理システム（HEMS） 対象経費の20％
（上限合計：50万円）太陽光発電システム

蓄電システム

燃料電池システム（エネファーム）

高効率ガス給湯器（潜熱回収型）

LED照明改修工事（電気工事を伴うもの）

窓断熱対策

マンション共用部

LED照明
対象経費の20％
（上限合計：規模に応じて

100万円～300万円）
空調

事業者ビル クールネット東京による省エネルギー診断結果
に基づく設備改修

対象経費の20％
（上限合計：100万円）

※H28年度本助成事業開始
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省エネ改修による効果例

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

k
w

h

月別電気使用量の比較

改修前 改修後

電気使用量削減量 -56,150kWh/年 改修工事費 8,931,600円

削減率 18.8％ 区助成金 1,000,000円

電気料金削減額※ -1,123,000円/年 CO2削減量 -12.1t-CO2

（例）H28年7月に省エネ診断報告書に基づき、空調を改修した事業所ビル
（延床面積：2,450㎡、築19年）

※電気料金：20円/kWhとする

約７年で
投資費用
回収
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グリーンストック作戦の取組み状況

平成20年度～平成28年度の取組み事業概要

事業 内容 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

省エネ支援事業※

エネルギー見える化事業

省エネ支援事業※

エネルギー見える化事業

省エネ支援事業※

エネルギー見える化事業

省エネ支援事業※

既存建物のデータベース構築

調査ヒアリング

ワーキンググループの開催

省エネ支援事業※

現場ヒアリング

ニュースレターの発信

新エネ・省エネ機器等導入助成

中小テナントビル省エネ改修助成

省エネルギー改修等助成

※省エネ支援事業…省エネ診断の促進や省エネ説明会の開催等

事業所ビル

助
成
金

対象

既存建物の所有者

マンション

グ
リ
ー

ン
ス
ト

ッ
ク
作
戦

その他

神保町三丁目
及び一神地区

神田駅西口地区

麹町一丁目～
六丁目地区

全　区

区有施設
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省エネ診断受診状況
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助成金申請状況

事業 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

新エネ・省エネ機器導入助成 116 152 220 212 145 － －

中小テナントビル改修助成 － － － － 5 16 －

省エネルギー改修等助成 － － － － － － 251

合計 116 152 220 212 150 16 251
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ニュースレター、報告会の状況

グリーンストック作戦や関連した施策・助成事
業について、定期的に情報発信

〇ニュースレターの配信

〇事業報告会の実施

区民や区の事業者に本事業の取組み状況や
助成制度について紹介

ニュースレター例

報告会の様子

配信件数
242件
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今後について

①省エネ対策の推進

②支援事業の周知

③GISデータの充実

・LED改修による省エネ化の推進
・助成制度の拡充

・ニュースレターの配信先の拡大
・関連する業界団体との連携（個別説明会開催等）

・既存GIS建物データに、建物情報を追加
・事業所ビルのエネルギーの使用量を
定期的に把握するスキームの検討
・建物毎のエネルギー使用状況を把握し、
今後の業務に活用

※イメージ図

・ LED改修の助成率、上限額の検討
・新たな制度の構築
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